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平成24年度地域産学連携支援委託事業第3回アグリ技術シーズセミナー

平成24年10月26日（金） 15：05～15：30 日本自転車会館 3号館 1階ホール
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背 景
石油への高依存性 環境負荷大，高支出

園芸先進国より極めて低収量 低収入
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収量比較 産業力（園芸総産出額）石油依存の環境負荷(CO2排出)

 自然ｴﾈﾙｷﾞ-の活用等で石油依存(環境負荷)を減らし得る
 さらなる収量の向上の可能性が大

 産業力（園芸）を向上することができる

即ち

（及川, 2007）

農林水産業由来
1,364万t
（100%）
2005年

園芸ﾊｳｽ
611万t
(45%)
※1990年比
で2.2倍増



・高知県産業振興計画

・世界のトップランナーオランダと高知県
の友好園芸農業協定

・「自然エネルギーを利用した新施設園芸
システムの構築」ワーキング

先進的技術を導入した

「こうち新施設園芸システム」開発事業

こうち新施設園芸システム構築に向けて



農林水産省 平成
24年度「新たな農
林水産政策を推進
する実用技術
開発事業」など競
争的資金への応募



狙いと目標
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増収視点

• 自然エネルギー利用の暖冷房
• 局所加温（エネルギー利用の効率化）
CO2施用を核とした複合環境制御

ピーマン栽培 ： 所得５割増
イチゴ栽培 ： 所得２割増

 暖房費・・・・・・・2割減
 ＣＯ2排出量・・・5割減
 収量・・・・・・・・・3割増

【目標】

実証

中小規模園芸ハウス（0.3～1 ha, 46%）

【狙い】

作物
高温性作物(ピーマン）
低温性作物（イチゴ）

【対象】

エコ視点

施設

他の幅広い作物に適用可能





複合エコ環境制御システムの概要

中小規模園芸ハウス

自然冷媒ヒートポンプ給湯機

蓄熱槽

作物群落

夜間局所加温

高CO2

高湿

昼間冷房

CO2

CO2供給源

H2O

細霧装置
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ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ(FCU）

重油暖房機との
ハイブリッド運転



太陽熱を利用した効率的なハウス暖冷房システムの確立

輻射熱による局所加温システム利用技術の確立

課題ア

課題イ
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担　当 内　容

 高知県農技セ 省エネ効果と収量への影響

 高知県農技セ 高温性作物（ピーマン）での利用

 神奈川県農技セ 低温性作物（イチゴ）での利用

担　当 内　容

 高知大学 昼間余剰熱の蓄熱（地中蓄熱）

 昭和産業 蓄熱槽の最適化（配置，低コスト施工）

 高知県農技セ 自然冷媒ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯機による暖冷房

 昭和鉄工 現場対応型ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの開発・試作

作
物
群
落局

所
加
温



半閉鎖環境下での炭酸ガス施用による増収技術の確立
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通常のCO2濃度条件

課題ウ

高CO2濃度条件

UP !

担　当 内　容

 高知大学 CO2施用による光合成促進とハウスのCO2収支

 高知県農技セ 「CO2＋湿度」制御による増収効果

 高知大学 施用CO2の供給源の検討



既存型ハウスでの環境制御による
促成ピーマンの増収技術の確立



複合エコ環境制御システムの構築と評価
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普及支援業務

課題エ

課題オ

担　当 内　容

 高知県安芸農振セ ピーマン栽培での実証試験

 神奈川県農技セ普及指導部 イチゴ栽培での実証試験

担　当 内　容

 高知県農技セ ピーマン栽培での開発システムの確立

 神奈川県農技セ イチゴ栽培での開発システムの確立

 近中四農研セ 開発システムの経営的評価と現地実証試験の評価



期待される成果とその波及
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暖房費・・・・・・・2割減
ＣＯ2排出量・・・5割減
収量・・・・・・・・・3割増

【地域への効果】

目標：

【高知・神奈川県への経済効果】

• 農業産出額15億円
• 雇用創出3億円
• ｼｽﾃﾑ販売4億円

■高知県：
高温性作物の所得5割増
■神奈川県：
低温性作物の所得2割増

暖房経費2割減
CO2ガス排出5割減

収量3割増

波及

全国への

ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟ

【全国への効果】

農産業の安定・強化

国産野菜の安定供給

国際競争力の付与

新産業創出

農村の維持発展

環境負荷の低減

 エコ農業モデル

高知県産業振興計画，高知ｸﾞﾘｰﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
推進地域，かながわ農業活性化指針

に合致・貢献

行政施策「食料・農業・農村基本計画」
に合致・貢献



オランダ農業

施設園芸では世

界のトップラン

ナー

（高収益、複合

環境制御など）

主要果菜類の収量

オランダに学び
儲ける農業を

環境条件や生産
規模等が違う

そのままの技
術導入は困難

産出額（野菜・果実・花き）

現在の高知県農業

販売単価の低迷

コストの上昇

ハウス面積の減少

後継者不足

環境への負荷
施設園芸の

停滞

現状を打開

夢のある園芸農業

を
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高知県に適応した
施設園芸を目指して
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ＣＯ２

ＣＯ２

ＣＯ２
ＣＯ２

ＣＯ２

環境制御（温湿度、
炭酸ガス、日照）
（高品質・多収）

炭酸ガス施用
（多収）

ヒートポンプ（冷暖房）

（高品質・多収）

こうち型高軒高ハウス

（低コスト閉鎖・半閉鎖型）

（多収、作期延長）

循環型養液栽培

（多収、省力）

日射比例
灌水装置
（省力、多収）

エコキュート

貯熱・局所加温

（省エネ、脱石油）

ＬＥＤ照明
（高品質・多収）

光質
利用
技術

 貯湯タンク 

台風、夏期高温
厳しい気象条件
に対応

農業振興部
農業振興センター
生産者
農業団体
（園芸連、全農高知、ＪＡ）
大学、企業など

連携

こうち新施設園芸システ
ム研究会

共同研究

外部資金

大学

独立行政法人

企業

省力化

（収穫作業車、

作業ロボット、ユビキタ

スなど）

導入

開発

既存施設への
技術の適用

こうち新施設園芸

システム

高知県
の技術
として
研究開発
システム化



省エネルギー

（20％暖房コスト削減）

園芸農業の振興・発展

園芸品の販売金額の拡大

脱石油

（ＣＯ２50％以上削減）

収量の増加

（目標２倍）


